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議題１（委員会決裁事項（規則第３条第６号）） 

 

 

知事からの意見聴取について 

 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条の規定により知事から意見を求めら

れた令和８年９月定例府議会に提出予定の次の議案については、異議がないものと決定す

る。 

 

 

令和８年９月 16日 

 

 

大阪府教育委員会       

 

 

〇事件議決案 

 １ 工事請負契約締結の件（大阪府立支援学校施設整備事業） 

 

〇条例案 

 １ 非常勤職員の災害補償に関する条例一部改正の件 

 ２ 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例一部改正の件 

３ 大阪府児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例等一部改正の件 

 

 

＜参考＞ 

  〇地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

  （教育委員会の意見聴取） 

第 29条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分そ

の他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案を作成

する場合においては、教育委員会の意見をきかなければならない。 
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○事件議決案 

番号 件     名 概          要 

１ 工事請負契約締結の件 

（大阪府立支援学校施

設整備事業） 

(1) 大阪府立豊中市南部地域支援学校（仮称）改修その他

工事請負契約 

  契約金額 １８億４，８００万円 

  請負者  大容建設・Ｍａｃｈｉｄａ共同企業体 

(2) 大阪府立豊中市南部地域支援学校（仮称）改修その他

電気設備工事（その２）請負契約 

  契約金額 ８億６，９００万円 

  請負者  三和電気土木工事株式会社 

(3) 大阪府立豊中市南部地域支援学校（仮称）改修その他

機械設備工事請負契約 

  契約金額 ９億１，６３０万円 

  請負者  日比谷総合設備株式会社 

○条例案 

番号 件     名 概          要 

１ 非常勤職員の災害補償

に関する条例一部改正

の件 

葬祭補償の額について、通常葬祭に要する費用を考慮

して規則で定める金額とする等の改正を行う。 

施行日：公布の日 

２ 職員の勤務時間、休日、

休暇等に関する条例一

部改正の件 

国家公務員について、職員が被害者参加人として裁判

所等に出頭する場合に特別休暇を与えることができるこ

ととされたことを踏まえ、条例において同趣旨の改正を

行う。施行日：公布の日 

３ 大阪府児童福祉施設の

設備及び運営に関する

基準を定める条例等一

部改正の件 

 児童福祉施設の設備及び運営に関する基準（省令）等の

改正により、児童福祉施設の設置者等が児童等対象業務

従事者に係る犯罪事実確認等の児童対象性暴力等の防止

等のための措置を講じなければならないこととされたこ

とに伴い、条例において同趣旨の改正を行う。 

施行日：令和８年１２月２５日 

〔関係条例〕 

・大阪府児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定め

る条例 

・大阪府指定障害児通所支援事業者の指定並びに指定通所

支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準を定める

条例 

・大阪府指定障害児入所施設の指定並びに指定障害児入所

施設等の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例 

・大阪府認定こども園の認定の要件並びに設備及び運営に

関する基準を定める条例 
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大
阪
府
条
例
第 

 
 

号 

非
常
勤
職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
非
常
勤
職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
二
年
大
阪
府
条
例
第
三
十
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示

す
よ
う
に
改
正
す
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
等
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
非
常
勤
職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る

条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
の
規
定
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

す
る
。 

（
適
用
区
分
） 

２ 

新
条
例
第
十
三
条
の
規
定
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た

葬
祭
補
償
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
葬
祭
補
償
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

（
内
払
） 

３ 

令
和
八
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
葬
祭
補
償
で
あ
っ
て
、
改
正
前

の
非
常
勤
職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
の
規

定
に
よ
る
金
額
に
よ
り
支
給
さ
れ
た
も
の
又
は
旧
条
例
附
則
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
金
額
に

よ
り
支
給
さ
れ
た
も
の
（
そ
の
額
が
新
条
例
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
金
額
未
満
で
あ
る
も

の
に
限
る
。
）
の
支
払
は
、
新
条
例
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
べ
き
葬
祭
補
償
の

内
払
と
み
な
す
。 

改
正
後 

改
正
前 

 
 

（
葬
祭
補
償
） 

第
十
三
条 

職
員
が
公
務
上
死
亡
し
、
又
は
通
勤
に
よ
り

死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
葬
祭
補
償
と
し
て
、
葬

祭
を
行
う
者
に
対
し
て
、
通
常
葬
祭
に
要
す
る
費
用
を

考
慮
し
て
規
則
で
定
め
る
金
額
を
支
給
す
る
。 

   
 
 

附 

則 
 

第
八
条 

（
略
） 

  

（
葬
祭
補
償
） 

第
十
三
条 

職
員
が
公
務
上
死
亡
し
、
又
は
通
勤
に
よ
り

死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
葬
祭
補
償
と
し
て
、
葬

祭
を
行
う
者
に
対
し
て
三
十
一
万
五
千
円
に
補
償
基

礎
額
の
三
十
倍
に
相
当
す
る
金
額
を
加
え
た
金
額
を

支
給
す
る
。 

  
 
 

附 

則 
 

第
八
条 

（
略
） 

 

（
葬
祭
補
償
の
額
に
関
す
る
暫
定
措
置
） 

第
九
条 
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
金
額
が
補
償
基
礎

額
の
六
十
倍
に
相
当
す
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、

同
条
の
規
定
に
よ
る
金
額
は
、
当
分
の
間
、
同
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
補
償
基
礎
額
の
六
十
倍
に
相
当
す

る
金
額
と
す
る
。 
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大
阪
府
条
例
第 

 
 

号 

 
 

 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
大
阪
府
条
例
第
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示

す
よ
う
に
改
正
す
る
。 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

改
正
後 

改
正
前 

 
 

（
特
別
休
暇
） 

第
十
五
条 

（
略
） 

 

一 

裁
判
員
、
証
人
、
鑑
定
人
、
参
考
人
、
被
害
者
参

加
人
等
と
し
て
国
会
、
裁
判
所
、
地
方
公
共
団
体
の

議
会
そ
の
他
官
公
署
に
出
頭
す
る
場
合 
必
要
と

認
め
る
日
又
は
時
間 

 

二―

六 

（
略
） 

（
特
別
休
暇
） 

第
十
五
条 

（
略
） 

 

一 

裁
判
員
、
証
人
、
鑑
定
人
、
参
考
人
等
と
し
て
国

会
、
裁
判
所
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
そ
の
他
官
公

署
に
出
頭
す
る
場
合 

必
要
と
認
め
る
日
又
は
時

間 
 

二―

六 

（
略
） 

 
 



大
阪
府
条
例
第 

 
 

号 

大
阪
府
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
大
阪
府
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 
大
阪
府
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二

十
四
年
大
阪
府
条
例
第
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で

示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。 

（
大
阪
府
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
の
指
定
並
び
に
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

大
阪
府
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
の
指
定
並
び
に
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
百

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で

示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。 

改
正
後 

改
正
前 

 
 

第
十
三
条
の
二 

（
略
） 

 
 

（
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
） 

第
十
三
条
の
三 

児
童
福
祉
施
設
（
助
産
施
設
、
児
童
厚

生
施
設
（
児
童
館
を
除
く
。
）
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
里
親
支
援
セ
ン

タ
ー
を
除
く
。
）
の
設
置
者
は
、
法
第
四
十
五
条
第
七

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
児
童
対
象
性
暴
力
等
（
学
校

設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ
る
児

童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
に
関
す

る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
二
条
第
二

項
に
規
定
す
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
を
防
止
し
、
及
び
児
童
対
象
性
暴
力
等
が
行
わ

れ
た
場
合
に
児
童
を
適
切
に
保
護
す
る
た
め
、
児
童
等

対
象
業
務
従
事
者
（
児
童
と
接
す
る
業
務
に
従
事
す
る

者
の
う
ち
、
支
配
性
、
継
続
性
及
び
閉
鎖
性
の
あ
る
環

境
の
下
で
当
該
児
童
に
接
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
係

る
犯
罪
事
実
確
認
（
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

犯
罪
事
実
確
認
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
十
三
条
の
二 

（
略
） 

 
 

改
正
後 

改
正
前 

 
 

（
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
） 

第
四
十
七
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
法
第
二

十
一
条
の
五
の
十
八
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
児
童
対

象
性
暴
力
等
（
学
校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等

事
業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た

め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
十
九

号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
児
童
対
象
性
暴
力
等

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
防
止
し
、
及
び
児
童
対
象

 

第
四
十
七
条 

削
除 

 

1
-
5
 

 



性
暴
力
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
障
害
児
を
適
切
に
保

護
す
る
た
め
、
児
童
等
対
象
業
務
従
事
者
（
障
害
児
と

接
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
の
う
ち
、
支
配
性
、
継
続

性
及
び
閉
鎖
性
の
あ
る
環
境
の
下
で
当
該
障
害
児
に

接
す
る
も
の
を
い
う
。）
に
係
る
犯
罪
事
実
確
認
（
同

法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
犯
罪
事
実
確
認
を
い

う
。
）
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

（
準
用
） 

第
五
十
五
条
の
九 

第
五
条
、
第
八
条
及
び
第
四
節
（
第

十
二
条
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十

五
条
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十

四
条
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
五
十
二
条
第
二
項
を
除

く
。
）
の
規
定
は
、
基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
の
事
業

に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
七
十
二
条 

第
十
三
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二

十
五
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
、
第
三
十
三
条
、
第
三

十
五
条
か
ら
第
五
十
一
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
第
一
項

及
び
第
五
十
三
条
か
ら
第
五
十
五
条
ま
で
の
規
定
は
、

指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
七
条
中
「
い
う
。

第
三
十
八
条
第
七
号
及
び
第
五
十
二
条
第
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
い
う
。
第
七
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第

三
十
八
条
第
七
号
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
次

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
」
と
、
第
二
十
六
条

第
二
項
中
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

七
十
一
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
二

十
八
条
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
第
二
号
中
「
児
童
発

達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
計
画
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

  

（
準
用
） 

第
七
十
二
条
の
二 

第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
三
条
か
ら

第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二
十
五
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま

で
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
五
十
一
条
ま

で
、
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
五
十
三
条
か
ら
第
五
十

五
条
の
四
ま
で
、
第
六
十
六
条
及
び
第
七
十
一
条
の
規

定
は
、
共
生
型
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
共
生
型
通
所
支
援
を
い
う
。）

の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

  

（
準
用
） 

第
七
十
二
条
の
十
四 

第
十
三
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま

で
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
（
第

六
項
及
び
第
七
項
を
除
く
。）
、
第
二
十
七
条
の
二
、
第

二
十
八
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
、
第
三
十
三
条
、
第

三
十
五
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
、
第

三
十
九
条
の
二
、
第
四
十
一
条
の
二
、
第
四
十
一
条
の

三
第
一
項
、
第
四
十
二
条
か
ら
第
五
十
一
条
ま
で
、
第

五
十
二
条
第
一
項
及
び
第
五
十
三
条
か
ら
第
五
十
五

条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支

援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
七
十
二
条
の
十
三
」
と
、
第
十
七
条
中
「
い
う
。

第
三
十
八
条
第
七
号
及
び
第
五
十
二
条
第
二
項
に
お

 

（
準
用
） 

第
五
十
五
条
の
九 

第
五
条
、
第
八
条
及
び
第
四
節
（
第

十
二
条
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十

五
条
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十

四
条
並
び
に
第
五
十
二
条
第
二
項
を
除
く
。
）
の
規
定

は
、
基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用

す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
七
十
二
条 

第
十
三
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二

十
五
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
、
第
三
十
三
条
、
第
三

十
五
条
か
ら
第
四
十
六
条
ま
で
、
第
四
十
八
条
か
ら
第

五
十
一
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
第
一
項
及
び
第
五
十
三

条
か
ら
第
五
十
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
十
七
条
中
「
い
う
。
第
三
十
八
条
第

七
号
及
び
第
五
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
い
う
。

第
七
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
七

号
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
次
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
七
十
一
条
」
と
、
第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
第

二
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
第
二

項
」
と
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
及
び
第

五
十
五
条
第
二
項
第
二
号
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」

と
あ
る
の
は
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
七
十
二
条
の
二 

第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
三
条
か
ら

第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二
十
五
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま

で
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
四
十
六
条
ま

で
、
第
四
十
八
条
か
ら
第
五
十
一
条
ま
で
、
第
五
十
二

条
第
一
項
、
第
五
十
三
条
か
ら
第
五
十
五
条
の
四
ま

で
、
第
六
十
六
条
及
び
第
七
十
一
条
の
規
定
は
、
共
生

型
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
共
生
型
通
所
支
援
を
い
う
。
）
の
事
業
に
つ

い
て
準
用
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
七
十
二
条
の
十
四 

第
十
三
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま

で
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
（
第

六
項
及
び
第
七
項
を
除
く
。）
、
第
二
十
七
条
の
二
、
第

二
十
八
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
、
第
三
十
三
条
、
第

三
十
五
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
、
第

三
十
九
条
の
二
、
第
四
十
一
条
の
二
、
第
四
十
一
条
の

三
第
一
項
、
第
四
十
二
条
か
ら
第
四
十
六
条
ま
で
、
第

四
十
八
条
か
ら
第
五
十
一
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
第
一

項
及
び
第
五
十
三
条
か
ら
第
五
十
五
条
ま
で
の
規
定

は
、
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
三
条
第
一

項
中
「
第
三
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
二
条
の

十
三
」
と
、
第
十
七
条
中
「
い
う
。
第
三
十
八
条
第
七
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い
て
同
じ
」
と
あ
る
の
は
「
い
う
」
と
、
第
二
十
三
条

第
二
項
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
二
条
の
十

二
」
と
、
第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
第
二
十
四
条
第
二

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
二
条
の
十
二
第
二
項
」
と
、

第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
及
び
第
五
十
五

条
第
二
項
第
二
号
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る

の
は
「
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
、
第
二

十
八
条
第
四
項
中
「
第
二
十
七
条
第
四
項
の
領
域
と

の
関
連
性
及
び
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
観
点
を
踏
ま

え
た
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
七
条
第
四
項
の
領
域
と

の
関
連
性
を
踏
ま
え
た
」
と
、
第
四
十
九
条
第
一
項
中

「
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 

  

（
準
用
） 

第
七
十
七
条 

第
十
三
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二

十
五
条
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
（
第
四
項
を
除

く
。
）、
第
二
十
七
条
の
三
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十

一
条
ま
で
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十

七
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
、
第
三
十
九
条
の
二
、
第
四

十
一
条
の
二
、
第
四
十
一
条
の
三
第
一
項
、
第
四
十
二

条
、
第
四
十
四
条
か
ら
第
五
十
一
条
ま
で
、
第
五
十
二

条
第
一
項
、
第
五
十
三
条
か
ら
第
五
十
五
条
ま
で
及

び
第
七
十
二
条
の
十
一
か
ら
第
七
十
二
条
の
十
三
ま

で
の
規
定
は
、
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
事
業
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
三
条

第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
七

条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
二
条
の
十
三
」
と
、
第

十
七
条
中
「
い
う
。
第
三
十
八
条
第
七
号
及
び
第
五
十

二
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
」
と
あ
る
の
は
「
い
う
」

と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

七
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
二
条
の
十

二
」
と
、
第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
第
二
十
四
条
第
二

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る

第
七
十
二
条
の
十
二
第
二
項
」
と
、
第
二
十
七
条
第
一

項
及
び
第
二
十
八
条
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ

る
の
は
「
保
育
所
等
訪
問
支
援
計
画
」
と
、
第
二
十
七

条
第
六
項
中
「
を
受
け
て
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
当
該

事
業
所
の
訪
問
支
援
員
が
当
該
障
害
児
に
対
し
て
保

育
所
等
訪
問
支
援
を
行
う
に
当
た
っ
て
訪
問
す
る
施

設
（
以
下
「
訪
問
先
施
設
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
評
価

（
以
下
「
訪
問
先
施
設
評
価
」
と
い
う
。）
を
受
け
て
」

と
、
同
項
第
五
号
中
「
障
害
児
及
び
そ
の
保
護
者
」
と

あ
る
の
は
「
障
害
児
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
当
該

訪
問
先
施
設
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
自
己
評
価
及
び

保
護
者
評
価
」
と
あ
る
の
は
「
自
己
評
価
、
保
護
者
評

価
及
び
訪
問
先
施
設
評
価
」
と
、「
保
護
者
に
示
す
」

と
あ
る
の
は
「
保
護
者
及
び
訪
問
先
施
設
に
示
す
」

と
、
第
二
十
八
条
第
四
項
中
「
第
二
十
七
条
第
四
項
の

領
域
と
の
関
連
性
及
び
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
観
点

を
踏
ま
え
た
」
と
あ
る
の
は
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の

観
点
を
踏
ま
え
た
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
担
当
者
等
」

と
あ
る
の
は
「
担
当
者
及
び
当
該
障
害
児
に
係
る
訪

問
先
施
設
の
担
当
者
等
」
と
、
第
四
十
四
条
第
一
項
中

「
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
、
前
条
の
協
力
医
療
機
関

の
名
称
等
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
」

と
、
第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

号
及
び
第
五
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
」
と
あ
る

の
は
「
い
う
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
次
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
七
十
二
条
の
十
二
」
と
、
第
二
十
六

条
第
二
項
中
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

七
十
二
条
の
十
二
第
二
項
」
と
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、

第
二
十
八
条
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
第
二
号
中
「
児

童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
居
宅
訪
問
型
児
童

発
達
支
援
計
画
」
と
、
第
二
十
八
条
第
四
項
中
「
第
二

十
七
条
第
四
項
の
領
域
と
の
関
連
性
及
び
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
の
観
点
を
踏
ま
え
た
」
と
あ
る
の
は
「
第
二

十
七
条
第
四
項
の
領
域
と
の
関
連
性
を
踏
ま
え
た
」

と
、
第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
七
十
七
条 

第
十
三
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二

十
五
条
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
（
第
四
項
を
除

く
。
）、
第
二
十
七
条
の
三
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十

一
条
ま
で
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十

七
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
、
第
三
十
九
条
の
二
、
第
四

十
一
条
の
二
、
第
四
十
一
条
の
三
第
一
項
、
第
四
十
二

条
、
第
四
十
四
条
か
ら
第
四
十
六
条
ま
で
、
第
四
十
八

条
か
ら
第
五
十
一
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第

五
十
三
条
か
ら
第
五
十
五
条
ま
で
及
び
第
七
十
二
条

の
十
一
か
ら
第
七
十
二
条
の
十
三
ま
で
の
規
定
は
、
指

定
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十

八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す

る
第
七
十
二
条
の
十
三
」
と
、
第
十
七
条
中
「
い
う
。

第
三
十
八
条
第
七
号
及
び
第
五
十
二
条
第
二
項
に
お

い
て
同
じ
」
と
あ
る
の
は
「
い
う
」
と
、
第
二
十
三
条

第
二
項
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
七
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
七
十
二
条
の
十
二
」
と
、
第
二
十
六

条
第
二
項
中
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

七
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
二
条
の
十
二

第
二
項
」
と
、
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
十
八
条

中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等

訪
問
支
援
計
画
」
と
、
第
二
十
七
条
第
六
項
中
「
を
受

け
て
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
当
該
事
業
所
の
訪
問
支
援

員
が
当
該
障
害
児
に
対
し
て
保
育
所
等
訪
問
支
援
を

行
う
に
当
た
っ
て
訪
問
す
る
施
設
（
以
下
「
訪
問
先
施

設
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
評
価
（
以
下
「
訪
問
先
施
設

評
価
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
」
と
、
同
項
第
五
号
中

「
障
害
児
及
び
そ
の
保
護
者
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
児

及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
当
該
訪
問
先
施
設
」
と
、
同

条
第
七
項
中
「
自
己
評
価
及
び
保
護
者
評
価
」
と
あ
る

の
は
「
自
己
評
価
、
保
護
者
評
価
及
び
訪
問
先
施
設
評

価
」
と
、
「
保
護
者
に
示
す
」
と
あ
る
の
は
「
保
護
者

及
び
訪
問
先
施
設
に
示
す
」
と
、
第
二
十
八
条
第
四
項

中
「
第
二
十
七
条
第
四
項
の
領
域
と
の
関
連
性
及
び
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
観
点
を
踏
ま
え
た
」
と
あ
る
の
は

「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
観
点
を
踏
ま
え
た
」
と
、
同

条
第
五
項
中
「
担
当
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
担
当
者
及

び
当
該
障
害
児
に
係
る
訪
問
先
施
設
の
担
当
者
等
」

と
、
第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
、

前
条
の
協
力
医
療
機
関
の
名
称
等
」
と
あ
る
の
は
「
従

業
者
の
勤
務
の
体
制
」
と
、
第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
第
五
十
五
条
第
二
項
第
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（
大
阪
府
指
定
障
害
児
入
所
施
設
の
指
定
並
び
に
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

大
阪
府
指
定
障
害
児
入
所
施
設
の
指
定
並
び
に
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
百
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で

示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。 

（
大
阪
府
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

大
阪
府
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
（
平
成
十
八
年
大
阪
府
条
例
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で

示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。 

い
」
と
、
第
五
十
五
条
第
二
項
第
二
号
中
「
児
童
発
達

支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
訪
問
支
援
計

画
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

二
号
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
保
育

所
等
訪
問
支
援
計
画
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

改
正
後 

改
正
前 

 
 

（
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
） 

第
四
十
五
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
設
置

者
は
、
法
第
二
十
四
条
の
十
一
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
、
児
童
対
象
性
暴
力
等
（
学
校
設
置
者
等
及
び
民

間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
力
等

の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年

法
律
第
六
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
児
童

対
象
性
暴
力
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
防
止
し
、

及
び
児
童
対
象
性
暴
力
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
障
害

児
を
適
切
に
保
護
す
る
た
め
、
児
童
等
対
象
業
務
従
事

者
（
障
害
児
と
接
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
の
う
ち
、

支
配
性
、
継
続
性
及
び
閉
鎖
性
の
あ
る
環
境
の
下
で
当

該
障
害
児
に
接
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る
犯
罪
事

実
確
認
（
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
犯
罪
事
実

確
認
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
四
十
五
条 

削
除 

 

 
 

改
正
後 

改
正
前 

 
 

目
次 

 

第
一
章
・
第
二
章 

（
略
） 

 

第
三
章 

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
十
六
条―

第
五

十
四
条
） 

 

附
則 

 

（
虐
待
等
の
禁
止
） 

第
二
十
二
条
の
二 

認
定
こ
ど
も
園
の
職
員
は
、
子
ど
も

に
対
し
、
児
童
福
祉
法
第
三
十
三
条
の
十
第
一
項
各
号

目
次 

 

第
一
章
・
第
二
章 

（
略
） 

 

第
三
章 

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
十
六
条―

第
五

十
三
条
） 

 

附
則 

 

（
虐
待
等
の
禁
止
） 

第
二
十
二
条
の
二 

認
定
こ
ど
も
園
の
職
員
は
、
園
児
に

対
し
、
児
童
福
祉
法
第
三
十
三
条
の
十
第
一
項
各
号

1
-
8
 

 



附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
に
あ
っ
て
は
、
学
校
教
育

法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二

十
七
条
の
二
第
一
項
各
号
）
に
掲
げ
る
行
為
そ
の
他
当

該
子
ど
も
の
心
身
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
行
為
を

し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
） 

第
二
十
二
条
の
三 

認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
者
は
、
法
第

六
条
の
規
定
に
よ
り
、
児
童
対
象
性
暴
力
等
（
学
校
設

置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童

対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る

法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
を
防
止
し
、
及
び
児
童
対
象
性
暴
力
等
が
行
わ

れ
た
場
合
に
子
ど
も
を
適
切
に
保
護
す
る
た
め
、
児
童

等
対
象
業
務
従
事
者
（
子
ど
も
と
接
す
る
業
務
に
従
事

す
る
者
の
う
ち
、
支
配
性
、
継
続
性
及
び
閉
鎖
性
の
あ

る
環
境
の
下
で
当
該
子
ど
も
に
接
す
る
も
の
を
い

う
。
）
に
係
る
犯
罪
事
実
確
認
（
同
法
第
四
条
第
一
項

に
規
定
す
る
犯
罪
事
実
確
認
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
五
十
条 

（
略
） 

 

（
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
） 

第
五
十
一
条 

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
者

は
、
法
第
十
三
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六

条
の
規
定
に
よ
り
、
児
童
対
象
性
暴
力
等
を
防
止
し
、

及
び
児
童
対
象
性
暴
力
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
園
児

を
適
切
に
保
護
す
る
た
め
、
児
童
等
対
象
業
務
従
事
者

（
園
児
と
接
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
の
う
ち
、
支
配

性
、
継
続
性
及
び
閉
鎖
性
の
あ
る
環
境
の
下
で
当
該
園

児
に
接
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る
犯
罪
事
実
確
認

そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
五
十
二
条―

第
五
十
四
条 

（
略
） 

（
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
に
あ
っ
て
は
、
学
校
教
育

法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二

十
七
条
の
二
第
一
項
各
号
）
に
掲
げ
る
行
為
そ
の
他
当

該
園
児
の
心
身
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
行
為
を
し

て
は
な
ら
な
い
。 

                 
第
五
十
条 

（
略
） 

            

第
五
十
一
条―

第
五
十
三
条 

（
略
） 
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